
「日
本
語

と
中

国
語
」
の
特
集

に
あ

た

っ
て

編
集
部

我
々

の
生
活

の
中
に
は
た
く
さ
ん
の

「海
外
」
が
あ
り
、
生
活
は

海
の
向

こ
う
と

つ
な
が

っ
て
成
立
し
て
い
る
。
タ
ベ
の
食
卓
に
並
ん

だ
た
く
さ
ん
の

「海
外
」
が
い
か
に
し
て
こ
こ
に
辿
り
着

い
た
か
を

思
い
巡
ら
せ
ば
、
そ
れ
が
ど
れ
だ
け
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動

を
介
し

て
実
現
し
た
か
想
像

に
難
く
な

い
だ
ろ
う
。
グ

ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
る

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動

の
増
加
は
、
観

光
、
親
睦
、
留
学
、
商
用
、
会
議
な
ど
直
接
的
な
人
的
交
流
場
面
ば

か
り
か
、
物
的
交
流
に
お
い
て
も
爆
発
的
に
増
加
し
て
い
る
。

我
々
の
文
化

・
社
会

・
経
済
活
動
が

「海
の
向
こ
う
」
と
の
対
話

の
上
に
成
り
立

っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
と
ば

の
教
育
は
そ

の

「基
礎

の

=

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
今
号
の
特
集
は

「語
学
教
育

を
考
え
る
」
で
あ
る
。

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
目
的
は
多
様
化
し
た
。
そ
の
手
段

・
方

法
も
多
様
化
し
た
。
し
か
し
、
近
年
の
言
語
教
育
の
変
容

は
、

こ
う

し
た
現
実
社
会
の
変
化

の
た
め
だ
け
で
な
く
、
近
接
す
る
学
問
領
域

に
お
け
る
知
見
を
取
り
入
れ
た
た
め
で
も
あ
る
。

行
動
科
学
全
盛
期

に
は
、
言
語
材
料
を
よ
り
効
率
的
に
提
示
す
る

方
法

の
開
発
に
力
を
傾
け
た
。
教
授
項
目
を
細
分
化
し
、
パ
タ
ー

ン

を
繰
り
返
し
、
徐
々
に
拡
張
す
る
方
法
が
編

み
出
さ
れ
た
。

こ
の
と

き
に
体
系
化
さ
れ
た
数
々
の
教
授
技
法
は
、
今
日
で
も
多
く
の
語
学

教
師
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
め
ぐ
る
研
究
か
ら
、

コ
ミ
ュ
ニ
カ
テ
ィ
ブ

・
ア
プ

ロ
ー
チ
が
生
ま

れ
、

こ
れ
ま
で
の
文
法
や
文
構
造
中
心
の
シ
ラ
バ
ス
と
は
ま

っ
た
く

観
点

の
異
な
る
機
能

・
概
念

シ
ラ
バ
ス
が
提
案
さ
れ
た
。
教
室
で
行

う
こ
と
は
実
際
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
努
め
て
近
づ
け
ら

れ
、

「意
味

の
あ
る
や
り
と
り
」
が
重
視

さ
れ
た
。
授
業
は
イ

ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

・
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る

「タ
ス
ク
」

に
よ

っ
て
構

成
さ
れ
る
。
現
在
も
こ
の
考
え
方
は
広
く
支
持
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

後
、
研
究
の
関
心
は
教
授
法
か
ら
学
習
者

ヘ
シ
フ
ト
し
、
記
憶
方
略

や
認
知
ス
タ
イ
ル
な
ど
認
知
科
学
、
脳
科
学

の
成
果
が
取
り
込
ま
れ

た
。
ま
た
、
個
々
の
学
習
者
が
教
材
を
選
ぶ
と

い
う
発
想
で
リ
ソ
ー

ス
型
教
材
が
生
ま
れ
、
自
律
学
習

へ
と
発
展
し
て
い

っ
た
。
現
在

は
、
状
況
主
義
的
学
習
理
論
、
ヴ
ィ
ゴ
ツ
キ

ー
の
発
達
観
の
再
評
価

な
ど
か
ら
、
言
語
学
習
に
お
け
る
社
会
的
文
脈
が
よ
り

一
層
重
視
さ

「日本語 と中国語」の特集 にあたって
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れ
、
教

室
内

に
お

い
て
も
他
者
と

の
協
同
が
意
識

さ
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
。

こ
う

し
た
学
習
理
論
の
展
開
と
同
時
に
、
言
語
そ

の
も
の
の
研
究

も
大
き
く
発
展
し
て
い
る
。
日
本
語
学

・
中
国
語
学
も
そ
れ
ぞ
れ
に

進
展
し
、
対
照
研
究
も
ぶ
厚
く
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
情
報
技
術

の

進
歩
も
語
学
教
育
/
学
習
の
あ
り
よ
う
を

一
変
さ
せ
て
い
る
。
こ
う

し
た
言
語
教
育

の
潮
流
の
中
で
、
中
国
の
語
学
教
育
は
ど
の
よ
う
に

移
り
変

わ
り
、
ど

の
よ
う
な
現
状

に
あ
る
の
か
。

今
号

の
特
集

は
、
日
本
語
教
育
/
学
習
と
中
国
語
教
育
/
学
習

の

二
本
立

て
と
な

っ
て
い
る
。
現
代
中
国
の
日
本
語
教
育
は
、
日
中
国

交
正
常

化
に
よ

っ
て
本
格
化
し
、
現
在
も
な
お
学
習
者
が
増
え
続
け

て
い
る
。
座
談

で
は

「中
国
に
お
け
る
日
本
語
教
育

の
移
り
変

わ

り
」
を

テ
ー

マ
に
、
往
事
を
振
り
返
り
今
日
的
課
題
を
語
り
あ

っ

た
。
論

説
は
、
大
学
に
お
け
る
日
本
語
教
育

の
現
状
を
主

に
置
い
て

い
る
。

日
本
語
専
攻

の
日
本
語
科
目
と
、
日
本
語
専
攻

で
は
な
い
学

生
の
外

国
語
科
目
と
し
て
の
日
本
語
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
現
状
と
個
別

の
問
題

点
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
工
藤
氏

の
台
湾

の
ビ
ジ
ネ
ス

場
面
に
お
け
る

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
も
興
味
深

い
。
J
E
T

R
O
ビ
ジ
ネ

ス
日
本
語
能
力
テ
ス
ト
が
大
連
で
も
実
施
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
さ
ら
な
る
需
要
が
見
込
ま
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
教
育
の

有
用
な
資
料
と
な
る
だ
ろ
う
。

も
う

一
方

の
特
集

で
あ
る
中
国
語
は
、

一
九
世
紀
か
ら
今
世
紀
ま

で
の
中

国
語
学
習
、
中
国
語
教
育
に
関
す
る
論
説
を
集
め
た
。
理
論

的
模
索
、
教
材
分
析
、

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

の
活
用
な
ど

の
幅
広

い

テ
ー
マ
か
ら
、
読
者
諸
氏

の
中
国
語
学
習

に
何
ら
か
の
貢
献
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。

現
在
、
中
国
で
は
そ

の
目
覚
し
い
発
展

か
ら
国
際
交
流

が
増
大

し
、
中
国
語
学
習
者
数
も
飛
躍
的
に
増
加
し

て
い
る
。
二
〇
〇
六
年

に
中
国
を
訪
れ
た
外
国
人
は
約
三
千
万
人
、
海
外
百
力
国
二
千
三
百

余
校

の
大
学
で
中
国
語
が
教
え
ら
れ
て
お
り
、
世
界
で
中
国
語
を
学

ぶ
人
口
は
三
千
万
人
に
達
し
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。
中
国
政
府
も
こ

れ
に
応
え
、
対
外
漢
語

(中
国
語
)
教
育
に
力
を
注
い
で
い
る
。
二

〇
〇

四
年
、
中
国
語

の
普
及
拡
大

の
た
め

の
国
家
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

「漢
語
橋
工
程
」
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
政
府

間

の
合
意
に
基
づ
き
、

各
国
に
中
国
語
教
師
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣

す
る

「国
際
中
国
語
教

師
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
計
画
」
や
、
中
国
語
学
校

「孔
子
学
院
」

の
設
立

が
始
ま
り
、

二
〇
〇
五
年
に
は
日
本
に
も
四
校

の
孔
子
学
院
が
開
設

さ
れ
た
。
政
策

の
重
点
は
、
従
来

の

「請
進
来
」
(海
外
か
ら
留
学

生
を
招
き
入
れ
る
)
の
拡
大
と
同
時
に

「走
出
去
」

(海
外

へ
出

て

教
え
る
)

の
本
格
化
で
あ
る
。

互
い
の
存
在
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
日
本
と
中
国
だ
が
、
ど
ち
ら

も
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ー1
英
語
教
育

の
波
に
呑
ま
れ
て
い
る
。

今
後
の
展
開
に
興
味
は
尽
き
な
い
。

(劉
柏
林

・
梅
田
康
子
)
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